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 今回の国際学会での報告者の発表内容は以下の通りである。
����⽇本における⼥性参政権の歴史の研究は、1920�年代に⼥性参政権運動が展開されたこ
とや、1930�年代の⼥性の地域レベルの参政権をめぐる議論、1945�年に⼥性の参政権
が認められたことなどに集中してきた。しかし、第⼆次世界⼤戦以前の⽇本は、⽇本本国
と植⺠地によって構成されていた。このような参政権の歴史は、本国を中⼼とした整理で
あり、植⺠地には当てはまらないが、これまでそのことはほとんど考慮されてこなかっ
た。本発表ではこれに対して、1920∼30�年代に台湾⼈が参政権を求めるうえでも�っと
も影響⼒があった『台湾⺠報』（1930�年�3�⽉�29�⽇から『台湾新⺠報』に改名）を史料
として、1920�年代から�30�年代半ばの植⺠地台湾を舞台に、植⺠地では⼥性参政権をめ
ぐる⾔説に以下のような特徴があるのかを明らかにした。�
 ⽇本植⺠地期の台湾では、⽇本本国と異なり、男であっても参政権をもっていなかっ
た。そのため、これまでの先⾏研究で述べられたように、1920�年代の台湾で盛んにな
った男性主導の諸政治運動だけでなく、20�年代後半にようやく芽⽣えつつあった⼥性に
よる⼥性解放運動においてすらも、⼥性参政権が⼤きく取り上げられることはなかった。
しかし、参政権を持っていないのは男⼥とも同じであるとしても、そもそも植⺠地台湾の
中で⼥性の参政権は男性のそれと同じようには認識されていなかった。『台湾⺠報』で論
じられる台湾における⼥性参政権は、⼥性の「⾃⽴」、ことに「経済⾃⽴」と結びつけて
語られていた。ただし、⾃⽴というレトリックは⼥性の参政権を否定するために持ち出さ
れているわけでは必ずしもなかった。そのことは、1930�年末に『台湾⺠報』が主催した
州市議員模擬選挙が制限選挙を取らなかったことから読み取れる。�
���このような⼥性参政権をめぐる⾔説の特徴が⽣じた背景には、台湾社会や帝国への経済
的貢献をある程度主張できる⽴場にある台湾⼈男性が論じていたため、「経済的⾃⽴」が
⼀般化され、参政権も⼥性⾃⾝の⾃⽴の帰結として論じられたという要因を指摘できる。
加えて、台湾の⼈びとの参政権がさまざまな理由で否定され続けていたために、模擬選挙
実施の段階では、なるべく「制限」を設けないようにしていたと考えられる。たしかに、
これまでの研究が指摘したように、⼥性参政権は植⺠地の中でもっとも重要なトピックで
はなかった。しかし、植⺠地台湾において、⼥性参政権は決して植⺠地の参政権とは全く
関係のない「⼥の」の問題として認識されているわけではなかった。植⺠地台湾のエリー
ト男性にとって、⼥性参政権は単に⼥性の参政権の問題なのではなく、むしろ全ての植⺠
地を⽣きる⼈びとの参政権につながるような重要な問題だった。�
 以上の発表内容に対して、フロアーからの質問をすぐには受けられなかったが、その
後、現代台湾社会のミソジニーについて研究している⽅からお声がけいただいた。現代の
問題を、歴史的に遡って考察することの重要性を改めて実感した。また、参加したいくつ
かのパネル報告では、普段あまり触れる機会がないエチオピアやマレーシアで起きたバッ
クラッシュと国家権⼒との関係性に関する報告を聞いた。また、シリアや、プエルト・リ
コなど、ほかの植⺠地で、⼥性の政治運動と独⽴運動がどのように絡み合い、またどのよ
うな広がりを持ったかを知り、⾃分の視野を広げるとともに、とても刺激を得た。この度
の�IFRWH�2024�Conference�の参加経験を通して、これからよりグローバルな視点で台
湾の植⺠地研究を充実させていきたいと思う。
 


